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　ホワイトデーに変わった贈り物をしてみませんかと、3月14白曳白石城で．

自い花火の打苓上げが行われました・・市内外から鰯賛を呼びかけて実現した

もので、パート型など25発の花火が早春の夜空を彩りました。

　あなたの想い届きましたか？、
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本
日
こ
こ
に
、
第
二
百
九
十
一
回
臼
石
市
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
諸
議

案
の
説
明
に
先
立
ち
、
平
成
八
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す

る
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
さ
て
現
在
、
日
本
は
政
治
的
に
も
行
政
的
に
も
社
会
的

に
も
経
済
的
に
も
、
全
く
の
閉
塞
状
態
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
そ
の
反
面
、
新
し
い
技
術
革
新
の
波
が
打
ち
寄
せ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
で
あ
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
を
、
そ
し
て
今
後
五
十
年

の
日
本
経
済
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

の
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
、
臼
石
市
の
進
む
べ
き
道
で
あ
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
何
よ
り
も
大
事
な
も
の
は
、
技
術
革
新
を

生
か
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
改
革
で
あ
り
、
市
職
員
を
含

め
た
市
民
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
具

体
的
な
回
答
は
一
人
ひ
と
り
が
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
な
し
に
は
、
我
々
は
二
十
一

世
紀
の
先
陣
を
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
明
確
な

事
実
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
八
年
度
を
行
政
改
革
及
び
そ
れ
に
伴
う
意

識
の
改
革
を
行
い
つ
つ
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

基
盤
と
し
て
、
福
祉
・
文
化
・
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
更
な
る
飛
躍
を
目
指
す
大
切
な
年
と
考
え
、
引
き
続
き

市
の
発
展
の
た
め
に
適
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、

ま
ず
も
っ
て
表
明
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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は
じ
め
に
、
行
政
改
革
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の

行
政
改
革
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を

主
眼
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
次
の
四
点
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
準
備
室
を
設
置
し

ま
す
。
こ
れ
は
建
設
を
予
定
し
て
い
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
準
備
を

行
う
と
と
も
に
、
行
政
及
び
地
域
の
情
報
化
推
進
に
向
け

た
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
第
二
点
は
、
生
涯
学
習
推
進
室
の
設
置
で
す
。
市
民
の

多
様
化
す
る
学
習
二
ー
ズ
に
全
庁
的
に
対
応
す
る
た
め
、

市
長
部
局
に
設
置
し
、
文
化
の
拠
点
と
な
る
ホ
ワ
イ
ト
メ

ッ
セ
を
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
第
三
点
は
女
性
政
策
室
の
設
置
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
女

性
行
政
の
総
合
的
企
画
及
び
調
整
に
関
し
て
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
第
四
点
は
、
企
画
担
当
部
門
と
財
政
担
当
部
門
の
再
編

統
合
で
す
。
政
策
形
成
機
能
、
総
合
調
整
機
能
を
充
実
さ

せ
、
総
合
的
・
機
能
的
な
施
策
の
推
進
が
で
き
る
よ
う
実

施
い
た
し
ま
す
。

（仮称）マルチメディアセンターが建設される1日白石警察

署跡地

　
次
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
の
中
核
と
な
る
「
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
整
備
事

業
」
で
あ
り
ま
す
。

　
構
想
で
は
、
八
年
度
か
ら
二
か
年
で
市
中
心
部
の
旧
臼

石
警
察
署
跡
地
に
「
（
仮
称
）
臼
石
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
を
建
設
し
、
九
年
度
に
完
成
す
る
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
役
所
、
病
院
、
公
民
館
、
学
校
、
企

業
な
ど
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
び
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成

十
年
四
月
か
ら
の
一
次
運
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
運
用
開
始
後
は
、
双
方
向
に
鮮
明
な
画
像
を
送
れ
る
特

性
を
生
か
し
、
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
を
使
っ
て
の
介
護
者
や

高
齢
者
、
妊
産
婦
へ
の
支
援
や
健
康
指
導
、
学
校
や
企
業

な
ど
へ
の
健
康
教
育
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
臼
石
の
情
報
を
日
本
に
、
世
界
に
発
信
す
る
た

め
の
施
設
で
も
あ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
接
続

し
、
常
に
新
し
い
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
個
人
カ
ル
テ
の
I
C
カ
ー
ド
化
、
高
齢
者
家

庭
な
ど
へ
の
端
末
機
の
設
置
な
ど
も
進
め
、
最
終
的
に
は

在
宅
介
護
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
画
像
を

使
っ
た
遠
隔
診
療
や
健
康
情
報
の
提
供
も
行
う
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
福
祉
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
臼
石
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
中
核
と
な
る
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は
、
近
郊
の
福
岡
茶
園
地
区

に
八
～
九
年
度
で
建
設
い
た
し
ま
す
。

　
敷
地
が
街
の
風
景
の
輪
郭
を
成
す
丘
に
立
つ
こ
と
か
ら
、

貴
重
な
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
残
す
よ
う
、
地
面
下
に
建
設
す

る
と
い
う
全
く
新
し
い
発
想
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
隣
接
し
て
二
十
四
時
問
体
制
で
相
談
、
高
齢
者

の
た
め
の
介
護
ケ
ア
を
行
う
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
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　4月中旬オープン予定の白石市商家資料館

や

［
議

／
「
「

原のテーマパ広々とした第二小の体育館

㎝
臨
「
、
蟹
，
酵
灘

　
来
年
五
月
開
催
の
全
国
植
樹
祭
に
向
け
て

　植樹が

進
ん
で
い
る
国
立
南
蔵
王
青
少
年

　
野
営
場

　　 y　　『　

タ
ー
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
を
社
会
福
祉
法
人
が
建
設
す
る
予

定
で
あ
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
里
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
八
年
度
か
ら
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
障
害
者
や

高
齢
者
が
地
域
で
社
会
参
加
す
る
た
め
の
公
共
施
設
の
整

備
・
改
善
を
計
画
的
に
行
う
も
の
で
、
市
民
意
識
調
査
を

踏
ま
え
て
「
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
書
」
を
策
定
し
、
公
共
施
設
の
ス
ロ
ー
プ
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
段
階
的
に
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
当
面
の
福
祉
対
策
の
強
化
と
し
て
、
市
内

路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
へ
の

無
料
パ
ス
の
新
規
実
施
を
は
じ
め
、
継
続
し
て
長
期
入
院

患
者
等
歳
末
慰
間
金
、
福
祉
タ
ク
シ
i
利
用
助
成
、
老
人

短
期
入
所
搬
送
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
ね
た
き
り
者
等
へ
の
検

診
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
等
の
施
策
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
は
文
化
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
市
内
外
で
評
価
の

高
か
っ
た
臼
石
城
効
果
を
加
速
す
べ
く
、
四
月
に
国
道
一

一
三
号
沿
い
の
古
い
商
家
を
改
造
し
た
臼
石
市
商
家
資
料

館
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
八
年
度
に
お
い

て
天
守
閣
東
隣
り
に
鐘
堂
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
文
化
創
造
の
核
と
し
て
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て

計
画
し
て
お
り
ま
す
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
建
設
に

つ
い
て
は
、
平
成
九
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭

ま
で
に
は
完
成
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
第
二
小
学
校
の
改
築
は
、
八
年
度
に
屋
外
環
境
、

校
庭
、
外
構
整
備
工
事
を
行
い
、
す
べ
て
の
事
業
が
終
了

い
た
し
ま
す
。

　
小
原
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
年
度
に

お
い
て
外
国
人
を
含
め
た
彫
刻
作
家
に
伊
達
冠
石
を
使
用

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
を
依
頼
・
設
置
す
る
な
ど
、
九

年
四
月
の
一
部
開
園
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
環
境
、
つ
ま
り
自
然
と
の
共
生

で
あ
り
、
水
と
緑
を
守
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
臼
石
市
環

境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
白
石
市
環
境
審
議
会
に
お
い
て

環
境
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
八
年
度
中

に
策
定
を
終
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
鷹
沢
若
林
地
区
弁
天
沼
の
不
伐
の
森
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
川
原
子
の
不
伐
の
森
は
今
後
広
葉
樹
を

植
栽
し
、
将
来
は
明
治
神
宮
の
森
の
よ
う
に
旧
植
生
を
再

生
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
臼
石
城
を
取
り
巻
く
内
堀
で
あ
る
館
堀
川
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
八
年
度
の
正
式
採
択
を
目
指
し
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
で
開
催
さ
れ
る
全
国

植
樹
祭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
準
備
段

階
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
県
と
連
携

を
取
っ
て
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
敷
き
、
成
功
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

錘

　
ま
た
、
生
活
環
境
に
直
結
す
る
ご
み
間
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
E
M
（
有
効
性
微
生
物
群
）
菌
を
利
用
し
た
生
ご

み
減
量
作
戦
を
実
施
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
、

婦
人
会
に
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
、
有
効
だ

と
分
か
れ
ば
九
年
度
か
ら
一
般
家
庭
に
普
及
さ
せ
た
い
考

え
で
す
。

　
さ
ら
に
阪
神
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
防
災
・
救
助

用
の
備
品
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

　
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
鷹
巣
土

地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
建
設
す
る
公
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
八
年
度
か
ら
三
か
年
で
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
八

年
度
は
十
八
戸
を
建
設
し
、
う
ち
四
戸
を
シ
ル
バ
i
専
用

住
宅
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
公
営
住
宅
を
含
め
、
民
間
住
宅
や
高
齢
者
用
住

宅
な
ど
、
今
後
の
白
石
に
お
け
る
住
宅
の
将
来
像
を
描
く

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
八
年
度
内
に
策
定
し
、
今
後
の

住
宅
政
策
の
指
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
益
岡
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
年
度
か
ら
駐
車

場
の
整
備
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
観
覧
席
の
設
置
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
し
、
接
続
す
る
都
市
計
画
道
路
「
八
幡
町

兎
作
線
」
は
、
八
年
度
に
幅
員
拡
張
の
た
め
の
用
地
買
収

及
び
補
償
に
入
り
ま
す
。
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こ
の
ほ
か
の
道
路
、
下
水
道
等
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て

も
、
今
後
と
も
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
食
糧
法
に
対
応
す
る
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
中

山
間
地
域
対
策
及
び
特
徴
あ
る
米
づ
く
り
を
重
点
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
「
柿
の
里
構
想
」
は
、
す
で
に
柿
ワ
イ

ン
、
ア
イ
ス
、
漬
け
物
等
を
開
発
中
で
あ
り
、
ま
た
構
想

実
現
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
現
在
策
定
中
で
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
柿
の
園
地

造
成
、
柿
の
木
の
植
樹
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
農
山
村
地
域
に
指
定
さ
れ
た
小
原
地
区
に
つ
い
て
、

ほ
場
整
備
等
基
盤
整
備
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
く
ず
、

山
百
合
等
の
地
城
資
源
、
景
観
作
物
の
導
入
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
い
し
い
米
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
と
独
自
の
販

路
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
酒
造
会
社
と
連
携
し
な

が
ら
酒
米
の
契
約
栽
培
を
積
極
的
に
進
め
、
酒
米
の
産
地

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
述
べ

た
と
お
り
で
す
が
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
本
年

は
今
後
五
十
年
の
日
本
経
済
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
大
切
な
年
で
あ
り
、

首
都
機
能
移
転
や
地
方
分
権
な
ど
日
本
の
政
治
・
行
政
の

根
幹
を
変
え
る
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
る
年
で
あ
り

ま
す
。

　
私
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
悔
い
の
な
い
活
力
に
満

ち
た
臼
石
市
建
設
の
た
め
に
、
懸
命
の
努
力
を
傾
け
て
ま

い
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
是
非
と
も
、
議
員
諸
賢
並

び
に
市
民
各
位
の
ご
理
解
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
市
行
政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と
い
た
し

ま
す
。
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　白石市の一般会計予算の総額は、

絢182億円となりました。前年度当

初と比べてみると、10億円増、5．8％

の伸びとなっています。

　歳出予算を性質別にみますと、投

資的経費が77億4干万円（対前年度

比4億7干万円増）で、全体の42．6％

と大きなウェートを占めています。

　こ爺を一世帯当たりに換算すると、

約64万1干円になります（平成7年

の国勢調査による速報値12，069世帯

で計算）。

　これらのお金は、主に情報ネット

ワーク整備の中核となる（仮称）マ

ルチメディアセンター建設や総合福

祉センター建設、また本市の文化創

造の核となる（仮称）ホワイトメッ

セ建設等に使われるほか、市民の皆

さんの生活に直結する道路や住宅、

公園などの社会資本の整備に充てて、

ゆとりあるくらしを目指した事業を

行っていきます。

総　務　費
●臼石三本木線生活路線バス運行委

託料に287万1千円

●交通安全対策費に1，872万3千円

●市民会館、古典芸能伝承の館等施

設の管理運営費に5，416万4千円

●臼石城鐘堂等復元建設、遊歩道ネ

　ットワーク整備事業に4，000万円

●国際交流支援協議会補助金等国際

交流関係費に853万1千円

●（仮称）ホワイトメッセ建設事業費

　に43億2，132万7千円

●（仮称）マルチメディアセンター建

設事業費に1，775万9千円

●全国植樹祭対策費、女性政策費に

51万2千円

意
｛

’
－

　　暑講
諸収入　　3鍋
701，812

3，9当

国庫支出金
1，250，902

　69％

I 広藍

」旦・一一劃ド

　　L、、

繰入金
2，360，941

13000

18，179，236干円

その他
1，040，043

57％ 市債
4，51t，900

248％

単位＝千円

市税
3，711，319

204％

地方交付税
4，000，000

220％

Ol8・179・236干円

衛生費　商工費消防費搬費その他
931、934　325276258260228・18676網8
5．1、　　1脳　14％　1鏑　　O翻

　農林水産業費
　　1，205，334

　　66㍉教育費
1β20，690

フ3、

民生費
2，130，039

11フ％

公債費
2，558，603

141％

土木費
3，177，227

175％

総務費
5，967，199

328％

民　生　費
●長期入院患者・施設入所者・在宅

要看護者慰間金、臼石陽光園・あ

　けぼの園食堂建設及び特別養護老

　人ホーム補助金に5，880万9千円

●障害者や高齢者にやさしいまちづ

　くり推進事業、身体障害者ホーム

ヘルパー関係費、福祉タクシー利

　用助成事業、在宅重度身体障害者

入浴サービス事業委託料、身体障

単位：千円

害者施設入所措置費、特別障害者

手当などに1億643万8千円

●精神薄弱者福祉施設入所措置費、

　グループホーム入居者委託料等に

2億2，428万3千円

●老人ホームヘルパー関係費、老人

　デイサービス運営事業委託料、老

　人短期入所搬送サービス事業委託

料、スパッシュランド高齢者入館

　利用委託料などに6，911万円

●特別敬老祝金、敬老会関係費に

2，432万2千円

●高齢者無料バス助成委託料に

1，258万4千円

●総合福祉センター建設事業費に

1億3，362万8千円

●老人クラブ活動費助成金、老人ホ

ーム入所措置費、在宅寝たきり等

介護手当、老人福祉センター管理

運営費などに3億7，307万2千円

●国民年金費に1，077万3千円

●心身障害児ホームヘルパー関係費、

　児童手当、乳幼児・重度心身障害

　児者医療費助成、母子福祉対策貸

　付金、保育園・児童館運営費など

　に6億4，006万8千円

●生活扶助、医療扶助などの生活保

　護費に1億6，341万6千円

衛　生　費
●患者輸送バス購入費に1，000万円

●在宅寝たきり者等訪間理学療法士

報酬、在宅訪間看護婦報酬、骨密

度検診・健康診査業務委託料等予

防医療費、健康センター管理費な

　どに1億4，879万4千円

●まちをきれいにリサイクル運動報

償金、コンポスト等購入費補助金、

　合併処理浄化槽設置補助金、公害

　対策費、地域し尿処理施設管理費

　あわせて4，080万5千円

労　働　費
●勤労青少年ホーム・働く婦人の家・

勤労者体育センター運営費、勤労

者の福祉充実のための貸付金など

　に6，375万1千円

農林水産業費
●グリーントピア関係費、市民農園

関係費に254万2千円

●農業経営基盤強化資金利子補給補

助金、平成5年度異常気象災害対

策融資預託金に2億903万3千円

●担い手育成畜産基盤総合整備事業

補助金として1億1，290万5千円

●農道、用水路、溜池等の農業施設

　整備事業費に2億226万2千円

●地籍調査費に1億1，009万4千円

●水田営農活性化対策費に1，359万

1千円
●地域農政推進対策費に702万1千円

●農村総合整備モデル事業費に1億

105万円

●団体営農道特殊改良事業費に

5，871万5千円

●団体営農道整備事業費に5，055万

　円

●臼石市緑化推進委員会補助金、地

域植樹祭支援事業、市行造林費な

　どに7，068万4千円

●林業山村活性化林業構造改善事業

　費、林道樋ノ塚線・砂押山線林道

　開設費に1億78万9千円

商　工　費
●全日本こけしコンクール負担金、

春まつり・夏まつり行事補助金に

1，050万円

●中小企業振興資金等及び大型店対

策資金融資利子補給金、大型店対

策貸付金、中小企業経営資金の円

滑化を図るための貸付金など2億

921万6千円

●臼石商店街活性化対策助成金とし

　て1，024万円

●温麺の館管理費、駐車場管理費、

　弥治郎こけし村管理運営費に
　1，364万3千円

土　木　費
●沖ノ沢郡山線、矢ノロ家老沢線の

　改良など道路橋梁整備費として

9億1，646万5千円

●温泉公園整備事業費に1億3，546

万3千円

●益岡公園事業費に1億5，440万3

千円

●中河原臼石沖線街路事業費に3億

　5，795万7千円

●八幡町兎作線街路事業費に2億

　6，821万円

●公営住宅マスタープラン策定委託

　料、公営住宅建設事業費に2億

　9，473万円

特別会計
◆国民健康保険特別会計

　23億8，775万円

（対前年比755万7千円増）

◆下水道事業特別会計

　19億6，912万5千円

（対前年比2億4，592万8千円増）

◆地方卸売市場事業特別会計

　1，398万9千円

（対前年比7万2千円増）

◆老人保健特別会計

　32億8，567万円

（対前年比3億864万円増）

◆農業集落排水事業特別会計

　4，075万4千円

（対前年比1億6，840万3千円減）

◆水道事業会計

　収益的収入10億4，303万2千円

　収益的支出　9億8，959万3千円

　資本的収入　2億2，127万円

　資本的支出　4億1，484万6千円

消　防　費
●非常備消防費、貯水槽新設、小型

動力ポンプ積載車購入費、防災・

　救助用の備品購人費などに9，826

　万円

教　育　費
●スパッシュランド児童・生徒利用

助成事業委託料、姉妹都市小中学

校交流事業・文化協会・体育協会

活動費補助金、みやぎ蔵王高原マ

　ラソン大会負担金に612万円

●小中学校いじめ対策事業費として

　160万円

●小中学校特色ある学校づくり事業

　費として45万円

●臼石第二小学校屋外環境整備事業

　費に1億1，405万4千円

●スクールバス運行業務委託料に

　635万円
●幼稚園、公民館、図書館、青少年

　相談センター、学校給食センター

　の管理運営費あわせて5億5，956万

　7千円



　　　　　大綱の概要

新たに策定しました「白石市行政改革大綱」の

概要についてお知らせします。
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市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
確
保
・
向

上
を
第
一
の
目
的
と
し
、
深
刻
と
な
っ

て
い
る
高
齢
化
の
問
題
、
権
限
移
譲
の

た
め
の
事
務
量
の
増
大
、
そ
し
て
来
る

べ
き
情
報
化
社
会
へ
本
格
的
に
取
り
組

む
た
め
の
基
礎
づ
く
り
を
大
綱
の
根
幹

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
曽
　
　
　
　
　
　
　
ー

ド

』
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当
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社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
行
政
課

題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
必

要
性
、
効
率
性
、
効
果
な
ど
を
十
分
考

え
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、

①
食
糧
費
の
適
正
化
肌
執
行
指
針
を
明

　
確
に
し
て
、
必
要
最
小
限
度
に
努
め

　
ま
す
。

②
補
助
金
の
見
直
し

③
民
間
委
託
等
の
推
進

④
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の
見
直
し

　
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
行
政
二
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
新
規
事
業
な
ど
に

即
応
し
た
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、

①
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
準
備
室

　
の
設
置

　
建
設
を
予
定
し
て
い
る
マ
ル
チ
メ
デ

イ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
た
め
の
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、

行
政
や
地
域
の
情
報
化
推
進
に
向
け
た

役
割
を
担
い
ま
す
。

②
生
涯
学
習
推
進
室
の
設
置

　
市
民
の
多
様
化
す
る
学
習
二
ー
ズ
を

全
庁
で
対
応
す
る
た
め
、
市
長
部
局
に

設
置
し
、
文
化
の
拠
点
と
な
る
ホ
ワ
イ

ト
メ
ッ
セ
を
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

③
女
性
政
策
室
の
設
置

　
女
性
行
政
の
総
合
的
企
画
及
び
調
整

に
関
し
て
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

④
企
画
担
当
部
門
と
財
政
担
当
部
門
の

　
再
編
統
合

　
政
策
形
成
機
能
、
総
合
調
整
機
能
を

充
実
さ
せ
、
総
合
的
・
機
能
的
な
施
策

の
推
進
が
で
き
る
よ
う
財
政
課
お
よ
び

振
興
課
を
設
置
し
ま
す
。

　
r
、
一
一

こ
戸
「

　
あ
－

　
今
後
、
職
員
増
を
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が
控

え
て
い
る
た
め
、
よ
り
一
層
計
画
的
な

定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
、
給
与
等

に
つ
い
て
は
、
逐
次
給
与
水
準
の
是
正
、

給
与
制
度
お
よ
び
そ
の
運
用
の
適
正
化

を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
‘

昌
ー
’

営

　
職
員
の
能
力
開
発
等
の
推
進
を
す
る

た
め
、
効
果
的
な
研
修
を
計
画
的
に
行

い
、
ま
た
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体

と
の
人
事
交
流
も
進
め
ま
す
。

　
行
政
情
報
化
計
画
を
策
定
す
る
な
ど

全
庁
的
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
庁
内

L
A
N
（
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
整
備
す
る
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
面
を
充
実

し
た
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
「
臼
石
市
行

政
改
革
大
綱
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
代
表
者
か
ら
な
る
「
臼
石
市
行
政

改
革
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
そ
の
進
行

管
理
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
声

を
反
映
し
て
行
政
改
革
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

白石市の新しい機構図市
　
長

助
　
役

収
入
役

総
　
務
　
部

民
　
生

秘
書
広
報
課

総
　
務
　
課

　
全
国
植
樹
祭
推
進
室

議

部
蜘

産
業
部
⊥
口
鉱
噸

土
木
部
－
黒
嚢

会

教
育
委
員
会

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ

財
　
政
　
課

振
　
興
　
課

　
生
涯
学
習
推
進
室

工
事
検
査
室

税
　
務
　
課

生
活
環
境
課

　
女
性
政
策
室

　
健
　
課

　
民
　
課

字
祉
事
務
所

　
林
　
課

　
　
　
課

会
　
計
　
課

水
道
事
業
所

議
会
事
務
局

事
務
局
i
由
構
難

ン
タ
ー

準
備
室

選
挙
管
理
委
員
会

監
　
査
　
委
　
員

農
業
委
員
会

小
学
校
伯
・
中
学
校
1
6
・
幼
稚

園
2
・
中
央
公
民
館
・
地
区
公

民
館
8
・
図
書
館
・
青
少
年
相

談
セ
ン
タ
ー

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

　
自
石
市
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
を
　
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳

対
象
に
、
満
三
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
間
、
　
　
幼
児
…
保
健
課
（
内
線
）
六
〇
四

医
療
費
自
己
負
担
分
（
保
険
診
療
分
の
　
　
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳
幼
児
：

み
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
　
　
　
　
　
福
祉
事
務
所
（
内
線
）
一
五
六

　
　
三
歳
児
入
院
医
療
費
助
成
制
度

　
乳
幼
児
医
療
が
き
れ
た
満
三
歳
の
誕
　
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳

生
月
翌
月
か
ら
、
満
四
歳
の
誕
生
月
ま
　
　
　
幼
児
…
保
健
課
（
内
線
）
六
〇
四

で
の
間
、
入
院
分
に
限
り
医
療
費
を
助
　
　
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳
幼
児
：

成
す
る
制
度
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
事
務
所
（
内
線
）
一
五
六

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　
白
石
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
対
象
に
、

医
療
費
自
己
負
担
分
（
保
険
診
療
分
の

み
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

一
、
身
体
障
害
者
手
帳
コ
級
」
　
「
二

　
　
級
」
お
よ
び
「
内
部
障
害
の
三
級
」

　
　
を
お
持
ち
の
方

二
、
療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

三
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
障
害
程
度

　
　
が
「
一
級
」
に
該
当
す
る
方

四
、
職
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
療
育
手

　
　
帳
「
B
」
に
該
当
す
る
方

●
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
（
内
線
）
一
五
六

　
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　
白
石
市
に
住
所
を
有
す
る
母
子
ま
た

は
父
子
家
庭
を
対
象
と
し
、
現
に
扶
養

し
て
い
る
子
ど
も
が
十
八
歳
の
年
度
末

ま
で
の
間
、
母
ま
た
は
父
と
子
ど
も
の

医
療
費
自
己
負
担
分
（
月
額
）
か
ら
、

入
院
で
二
千
円
、
外
来
で
一
千
円
を
越

え
る
分
（
た
だ
し
保
険
診
療
分
の
み
）

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
（
内
線
）
一
五
六

甘

暴

※
手
続
き
を
さ
れ
て
な
い
方
で
該
当
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
々
お
問
い

合
わ
せ
先
へ
。
　
（
な
お
、
い
ず
れ
の
制

度
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

糠幕惑　嚢鷺難圏遷

　
薄
露
甦
罐
瞬
葵
，
一
辱
．
～

繊獄

雫瀞鞭皿麗塑

　
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
に
お
け
る
基

本
料
金
相
当
額
割
引
券
（
平
成
八
年

度
分
助
成
券
）
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
二
級
」
　
「
二

　
級
」
お
よ
び
「
三
級
（
心
臓
、
腎

　
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸

　
ま
た
は
小
腸
の
機
能
障
害
を
有
す

　
る
も
の
に
限
る
）
」
を
お
持
ち
の

　
方・

療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
「
一
級
」
に

　
該
当
し
て
い
る
児
童

※
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

　
方
を
除
き
ま
す
。

講

●
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
印
鑑

●
申
請
期
間

　
平
成
八
年
四
月
よ
り
随
時

た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
た
と
き
は
一

か
月
を
単
位
と
し
て
、
助
成
券
の
交

付
枚
数
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
は
早
め
に
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
豊
二
五

－
二
一
一
一
（
内
線
）
一
五
六

麟
曜
k
鐵
燈
璽
藷
・
暫
門
謝
製
羅
蟻
p
含
階
　
　
　
霜
私
　
　
㌧
慮
感
．
・
．
．
，
睡
．
“
憂

　
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

対
象
者
の
範
囲
が
、
次
の
よ
う
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。●

対
象
者
の
範
囲

・
身
体
障
害
者
手
帳
「
一
級
」
　
「
二

　
級
」
所
有
者
で
お
む
つ
を
必
要
と

　
し
て
い
る
方

・
満
六
十
五
歳
以
上
の
、
寝
た
き
り

　
で
お
む
つ
を
必
要
と
し
て
い
る
方

・
満
六
十
五
歳
以
上
で
痴
呆
の
症
状

が
あ
り
、

い
る
方

お
む
つ
を
必
要
と
し
て

※
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

　
方
を
除
き
ま
す
。

●
給
付
お
む
つ
内
容

・
一
月
「
平
型
紙
お
む
つ
」
三
十
枚

・
お
む
つ
の
給
付
は
、
申
請
の
あ
っ

　
た
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
申
請
は
福
祉
事
務
所
で
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
地
区
担
当
民
生
委
員

に
相
談
の
う
え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
長
寿
福
祉
係
豊
二
五

－
一
二
一
一
（
内
線
）
一
五
四



　
白
石
市
が
で
き
た
頃
、
実
力
派
の
豪
傑
い

彼
は
懇
親
会
に
な
る
と
ま
ず
配
ら
れ
た
折

風
呂
敷
に
包
ん
で
、
し
っ
か
り
と
自

分
の
腰
に
く
く
り
つ
け
る
。
そ
れ
か

ら
、
や
お
ら
立
ち
上
が
り
杯
の
献
酬

を
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
都
度
、

相
手
の
折
り
箱
に
五
本
指
を
突
っ
込

ん
で
は
、
う
ま
そ
う
な
も
の
を
自
分

の
口
に
入
れ
て
し
ま
う
。

　
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
で
も
あ
る
、

南
美
希
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
に

こ
ん
な
話
が
あ
る
。
　
「
ケ
チ
で
有
名

な
さ
る
関
西
の
経
営
者
は
、
人
と
食

事
を
す
る
と
き
、
自
分
の
方
に
回
っ

て
き
た
勘
定
書
を
鼻
息
で
少
し
づ
つ

相
手
の
方
に
送
り
込
み
席
を
立
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
ほ
ど
の
ヶ
チ
ぶ
り
な

ら
ば
あ
っ
ぱ
れ
で
文
句
の
つ
け
よ
う

も
あ
る
ま
い
。
」

　
も
う
ひ
と
つ
紹
介
し
よ
う
。
　
「
念

願
の
ロ
レ
ッ
ク
ス
オ
イ
ス
タ
ー
を
手
に
い

チ
な
Y
君
。
ア
メ
横
で
五
千
円
の
偽
ロ
レ

れ
た
ケ

ッ
ク
ス

今
腕
に
し
て
い
た
の
は
偽
ロ
レ

ん
で
い
た
。
ペ
ロ
ン
ペ
ロ
ン
に

“、1勘カ

ゴ♪亀

折難
1）い
箱た
は・。

よ
っ
て
本
物
と
偽

仏
で
あ
る
。
熱
海
に

行
き
、
先
輩
の
お

ご
り
で
温
泉
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
を
呼
ん

だ
。
Y
君
の
傍
ら

に
座
っ
た
の
は
す

ば
ら
し
い
美
入
で

あ
る
。
彼
は
、
シ

ブ
い
手
を
思
い
付

い
た
。
腕
に
し
て

い
る
ロ
レ
ッ
ク
ス

を
お
も
む
ろ
に
外

し
な
が
ら
、
『
君
に

こ
れ
を
預
け
て
お

く
。
今
晩
1
時
。

僕
の
部
屋
に
届
け

て
く
れ
な
い
か
。
』

Y
君
は
本
物
は
バ

ツ
グ
の
中
に
い
れ

し
ク
ス
と
思
い
込

卜
酔
っ
て
朝
を
迎
え

物を
を買
使つ
いた
分Q
けT
る．
とP
㌢6

護に

た
が
女
の
子
の
訪
ね
て
き
た
形
跡
は
な
く
、
な
ん

と
バ
ッ
グ
の
中
に
し
ま
い
込
ま
れ
て
い
た
の
が
偽

ロ
レ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
。
真
っ
青
に
な
っ
た
彼
は
、

宿
に
問
い
合
わ
せ
て
み
た
が
女
の
子
に
連
絡
を
と

る
手
段
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
」

　
今
、
白
石
市
は
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し

行
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
私
は
基
本
的
に
行
革

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
地
方
分
権
」
「
人
材
」
「
情
報
化
」
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
上
杉
鷹
山
は
破
綻
に
瀕
し
た
米
沢
藩
の
財
政
を

立
て
直
す
べ
く
、
七
家
老
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

「
大
倹
約
令
」
を
発
令
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
米
沢
藩
の
財
政
の
立
直
し
は
で
き
な
か
っ
た

財
政
再
建
は
、
単
に
「
ケ
チ
」
だ
け
で
達
成
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

　
鷹
山
が
米
沢
藩
振
興
の
為
に
打
っ
た
手
は
、
徹

底
し
て
冗
費
を
省
い
て
長
期
的
な
返
済
計
画
を
立

て
、
江
戸
の
三
谷
、
越
後
の
渡
辺
、
酒
田
の
本
間

等
の
金
主
の
信
用
を
得
て
新
た
な
資
金
を
導
入
し

荒
れ
地
に
水
路
を
引
き
、
税
制
を
改
革
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
開
田
を
促
進
す
る
。
こ
れ
は
今
で
い
え

ば
地
方
分
権
の
主
張
で
あ
る
。
地
籍
調
査
、
戸
籍

調
査
を
行
い
独
自
の
税
制
を
施
行
す
る
。
　
一
方
、

赤
字
国
債
を
減
少
さ
せ
建
設
国
債
を
発
行
し
て
地

域
の
力
を
つ
け
て
い
く
方
法
で
あ
る
。

　
門
閥
を
廃
止
し
若
手
の
人
材
を
登
用
す
る
と
共

に
、
興
譲
館
を
開
校
し
細
井
平
州
を
招
く
な
ど
し

て
人
材
育
成
に
つ
と
め
る
。

　
情
報
を
収
集
し
、
既
に
時
代
は
米
中
心
の
経
済

か
ら
商
品
経
済
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
見
抜

き
、
桑
、
こ
う
ぞ
、
漆
そ
れ
ぞ
れ
百
万
本
を
植
栽

し
、
「
米
沢
織
」
「
和
紙
」
「
漆
」
な
ど
新
し
い
特
産
物

に
し
あ
げ
て
付
加
価
値
を
付
け
、
江
戸
や
隣
国
と

の
交
易
に
よ
っ
て
現
金
収
入
を
は
か
る
．
、
こ
れ
ら

の
一
連
の
政
策
に
よ
っ
て
米
沢
藩
再
建
は
成
功
し

た
の
で
あ
る
。

　
行
革
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。
目
的

は
住
民
が
安
全
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
⑩
響

みなさんからの素敵な
情報を待ってます！

白石三白を題材に創作劇

難灘蓮覇璽
小原地区の「新春芸能の祭典」が

3月18日、旅館かつらやで開かれ、

青年会や中学生たちが演じる創作劇

「水戸黄門　　葵のご紋が救った白

石三白」が披露されました。

小原青年会が主催したもので今年

で8回目。最大の出し物は、葛粉、

和紙、う一めんをもう一度見直そう

と企画された創作劇。水戸黄門一行

が葛粉をめぐる騒動を解決し、「白石

三白」と命名するという内容で、青

年会のメンバーや小原中の生徒9入

の熱演に会場から大きな拍手が沸き

ました。

皆様の安全を守ります

、オ
　1

窯届よ．』△禰騨騨
島’　　　　　　臥．　　　一＿、、

1籔’lrlrlm膿噌－臨唾瓶
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　昌　　ド
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　　　　　　一
　　　　　　＿　　「一一

　　　　　　　　　一
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　1峯　鵠・　曇　．　讐』ぴ一一、一

　白石駅前に新しく建設されていた

駅前交番がこのほど完成し、3月

12日から業務が開始されました。

　白壁に瓦屋根の純和風建築の新し

い交番は、城下町白石のイメージを

大切にするように設計されたとのこ

とで、内部にはカウンターなどもあ

1）、気軽に立ち寄れるような感じに

なっています。

　警察署では「駅前の新しい顔とし

て、地域の安全確保によ1）一層務め

たいですね。」と話しておリ、活躍

が期待されます。頼もしいですね！

まちかど・ズーム〃》！

雛人形いま・むかし

望　　　一一 　　・・‘
　　／㌧畠　 一、～丁／・

　1㌃，：　　む1籍・

ぎ徽
　　　響．、d
　2月から3月にかけて、市内3か

所で雛人形展が開催され、それぞれ

訪れた観光客で賑わっていました，

西益岡町の片倉家中武家屋敷「旧

小関家」では「おひなさんと昔の着

物展」が開催されました。これは城

北町「白石入形の蔵」の佐藤好一郎

さん所蔵の雛人形約50点と、傑山寺

に伝わる江戸時代の子供の祝い着な

ど5点を展示したものです。

一方、白石入形の蔵でも「ヒナ入

形の歴史展」が開催され、歴史を生

躍’壽・！

　　7　　　．ノ　4F　　　，1下

イ

き抜いてきた雛人形が展示されまし

た。人形の蔵ではこの他にも、五月

人形展、明治の石版画と土入形展、

ブリキのオモチャと射的入形展など

の企画展を開催する予定です。

また、弥治郎こけし村でも、こけ

し工入によるこけし雛やかわり雛を

展示・即売する「雛の宴展」が開催

され、かわいいこけし雛たちに、遠

くから訪れた入たちも目を細めてい

ました。

石の取り持つこ縁？

3月IO日、石巻市と白石市の文化

協会の第1回交流会が白石市古典芸

能伝承の館「碧水園」で開かれまし

た。これは、ともに古い町として芸

能分野の交流をはかろうと両市の文

化協会が進めたもので、今回が初め

て。当日は両協会から謡曲、仕舞、

コーラスなど15団体が集まり、日頃

の練習の成果を能舞台の上で発揮し

ていました。

　　　　　臼』7一一一’』『T　lr・『 』「．司

　　舵
＝・餐

　　　　　　 戒　　ぐ

羅雪噛…・
また、茶室では両市の裏千家によ

る交流茶会も開かれ、まさしく、文

化交流の花が咲いていました。

一
鐙

禰ラ

いつまでもお元気でいてください

』
ンA

市内小下倉に住む堀内まつのさん

が！00歳を迎え、2月29日、市から

特別敬老祝い金が贈られました。

堀内さんは明治29年小下倉出身。

現在はお孫さんらと5入暮らしで、

昨年転倒により腰を痛めましたが、そ

れ以外は健康そのものです。市長がお

祝い状を渡す際には、自分でべ・ソド

から起きあがろうとし、皆にあわて

て制止される一幕も。

これからも、ずっとお元気でいて

くださいね。

捨てられた子犬を救った

大鷹沢三沢落合に住む佐藤良一く

ん（13歳・東中）と佐藤秀美さん

（12歳・大鷹沢小）は、1月3日の

朝、大鷹沢保育園近くの空き地に7

匹の子犬が捨てられているのを発

見。それから連日牛乳やえさを与え

て子犬の世話をしました。

保健所の野犬の回収が迫っている

ことを知り、手分けして里親探しに

奔走。新しい飼い主を見つけて子犬

の命を救いました。

この善行に大鷹沢駐在所連絡協議

会の八島勝治会長から表彰状が贈ら

れました。

歩くスキーで自然満喫

纂欝

魏

轟
灘
・

＼
　
　
　
　
　
　
さ

歩くスキーを親子で楽しんでもら

おうと2月25日、国立南蔵王青少年

野営場で歩くファミリースキーの集

いが開かれました。

この日は県内各地から55入が参加

しましたが、ほとんどが初心者。指

導員から歩き方の基礎を学び、ブナ

やナラが生い茂る約4キロの林道を

1時間半ほどかけてスキーで歩きま

した。

途中でウサギやリスの足跡を観察

した1）、一休みしたりと、冬の自然

を満喫していました。



市
民
丈
芸
鵬
煮
鰻
皿
灘
裂
襲
騨
酢
痛
雛
蕪
、

川
　
股

兵
三
　
選

初
春
に
端
渓
硯
を
購
い
て
無
心
に
磨
れ
ば
墨
の
香
漂

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

寒
肥
い
に
望
み
を
込
め
し
狭
庭
辺
の
バ
ラ
の
根
か
た

の
雪
掻
き
分
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄

入
学
を
待
つ
わ
が
孫
も
漸
く
に
名
前
や
数
字
を
書
く

子
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

打
返
し
呉
れ
居
し
布
団
に
包
ま
れ
て
眠
り
は
深
し
退

院
の
夜
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ひ
で

立
春
の
光
を
窓
に
浴
び
な
が
ら
炬
燵
に
編
み
居
り
春

を
待
ち
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

雪
雲
の
去
り
て
明
る
く
立
春
の
名
に
ふ
さ
わ
し
き
日

和
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

風
は
ま
だ
冷
た
く
あ
れ
ど
陽
だ
ま
り
の
椿
の
蕾
日
毎

ふ
く
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

芽
吹
き
た
る
猫
柳
に
白
き
菊
を
添
い
嫁
の
墓
前
に
今

朝
は
捧
げ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

竹
薮
に
降
り
積
み
し
雪
風
に
飛
び
朝
日
を
受
け
て
き

ら
め
き
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

明
か
る
み
て
来
し
と
思
い
て
物
干
す
に
広
げ
し
そ
ば

か
ら
凍
て
つ
き
て
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

「
評
」
一
首
目
、
書
道
に
親
し
み
精
進
を
す
る
作
者

は
新
春
に
高
価
な
端
渓
硯
を
求
め
、
静
か
に
墨
を
磨

る
香
り
が
胸
に
し
み
る
。
二
首
目
、
見
事
に
咲
く
季

節
に
希
望
を
も
ち
根
か
た
の
雪
を
掻
き
分
け
る
作
者

の
姿
が
見
え
る
。
三
首
目
、
早
や
入
学
の
年
齢
に
な
っ

た
孫
に
対
す
る
か
ぎ
り
な
い
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
る
。

遠
藤
秋
尾
選

大
根
の
白
き
重
さ
で
あ
り
に
け
り

凍
解
に
せ
・
ら
ぐ
音
の
あ
り
に
け
り

鈴
木
民
子

佐
藤
周
子

幾
辛
酸
越
へ
て
皐
寿
や
福
寿
草
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

天
守
窓
夕
四
時
に
閉
づ
冬
時
間
　
　
　
熊
谷
　
敏
子

念
佛
の
太
鼓
遠
の
き
星
凍
て
る
　
　
　
若
桑
げ
ん
じ

連
日
の
大
雪
シ
ャ
ベ
ル
売
り
切
れ
し
　
日
下
　
　
文

恋
猫
の
傷
口
洗
う
祖
母
な
り
し
　
　
　
高
橋
　
正
雄

我
が
町
の
銀
座
通
り
や
春
の
雪
　
　
　
川
村
　
静
恵

に
ん
に
く
を
焼
い
て
二
人
の
風
邪
薬
　
高
子
　
　
橘

噌
り
を
遠
音
に
聞
く
や
賢
治
の
詩
　
　
菅
野
み
さ
を

「
評
」
一
旬
目
、
大
根
を
洗
っ
て
み
て
重
さ
と
真
自

さ
に
気
づ
く
。
白
き
重
さ
と
表
現
し
た
。
二
句
目
、

日
表
は
さ
す
が
に
凍
て
解
け
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
土
の
黒

さ
も
の
ぞ
く
。
か
す
か
に
せ
せ
ら
ぐ
音
を
耳
に
し
た

作
者
。
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
三
句

目
、
齢
九
十
歳
の
作
者
の
感
慨
と
幸
せ
な
今
の
生
活

が
福
寿
草
の
季
題
で
よ
く
分
か
る
旬
。
ご
長
命
を
望

む
。

近
江
孫
太
郎
選

酸
欠
の
ポ
ケ
ッ
ト
鬼
の
火
を
孕
む

片
岡
鶴
子

人
間
の
持
つ
善
悪
に
あ
る
迷
路
　
　
　
草
野
　
　
清

千
切
り
の
ス
ト
レ
ス
お
鍋
で
煮
て
い
ま
す
南
か
ぽ
る

吹
雪
く
夜
は
妻
の
真
心
煮
込
み
ま
す
　
一
條
芳
子

宇
宙
ま
で
飛
ん
だ
メ
ダ
カ
の
幸
不
幸
　
菊
池
　
不
忘

生
き
辞
引
ク
ビ
に
し
ま
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
戸
　
広

活
性
化
担
っ
た
城
が
光
り
出
す

胸
に
吊
る
絵
馬
と
斬
り
込
む
入
試
ペ
ン

錆
落
と
し
灼
熱
の
恋
も
う
一
度

肝
の
虫
押
さ
え
て
丸
い
嫁
姑

大
沼
妙
子

芝
玄
太
郎

米
沢
礼
子

佐
藤
武
雄

「
評
」
一
句
目
、
人
間
の
心
の
飢
餓
状
態
の
こ
と
を
、

作
者
は
「
酸
欠
の
ポ
ケ
ッ
ト
」
と
比
喩
表
現
し
た
手

法
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
心
が
貧
し
け
れ
ば
鬼
に
も

な
り
蛇
に
も
変
身
し
て
誰
に
で
も
牙
を
む
け
る
。
秀

旬
．
、
二
句
目
、
人
間
は
生
存
し
て
い
る
以
上
、
絶
え

ず
善
と
悪
の
狭
間
で
種
々
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

も
の
。
人
間
の
生
き
様
を
良
心
的
に
喝
破
し
た
旬
。

佳
句
。
三
旬
目
、
各
種
の
ス
ト
レ
ス
を
逆
に
捉
え
、

「
鍋
で
煮
沸
」
し
て
昇
華
す
る
と
い
う
発
想
。
意
外

性
の
あ
る
鋭
い
川
柳
と
し
て
共
鳴
で
き
る
句
。
佳
句
。

かんぽの宿・白石

　　　佐藤　裕子さん（21歳・長袋〕

一
瀞

主
『

仕事について

　かんぽの宿・白石の売店で働いています。みな

さんどうぞいらしてください。

夢や目標

「夢」は必ずかなえる、実現させる。そうできた

らいいな。

理想のタイプ

尊敬できる人。

磁㊥⑬磁⑳醗⑳愚㊥⑫纏麟響難

囮　　　　　　　一草の根運動で
　　　　　　　　住みよいまちづくり一

　　　　　　　　佐藤常世さん

　　　　　　　　　（西益岡町）

伝統ある白石婦人会の運営と活動を進める

にあたって、会員一人ひとりが主体的に活動

できるような心くばりをしなければと思って

います。

　今年は生ごみのリサイグル活動（EMボカ

シ）で町の環境美化に、みんなの力を結集し

て住みよい町づくりを私達婦入会の手で実現

したいと考えています。そのために100人のモ

ニターを募り、草の根運動としてひとつずつ

積み上げていきたいと思います。

　私たちボランティア「あったかい」の

メンバー15人は全員、働く婦人の家で開

催された老人介護講座基礎コース（平成

6年度）、そしてフォローアップコース並

びにホームヘルパー3級課程講座（平成

7年度）修了生です。

　習得した知識や技術を地域社会に役立

てたいと思い、平成7年2月に誕生して

満1歳を迎え、去る2月14日福祉センタ

ーで総会がもたれました。同じ講座の受

講生によって誕生した同士として和気あ

いあいの中、7年度の活動報告、決算報

告と反省、そして8年度の活動計画など

が作成されました。

　現在、八宮荘の外園の清掃、毎週1回

一人暮らしの方への給食の配達など無理

のないペースで活動しています。

　活動を通して自分自身の啓発、友人や

仲間の広がり、新しい知識、技術の習得

等々、自己へのメリットの大であること

を会員同士改めて確認しあっています。

今後のボランティア活動の意向として、

現在の活動に加えて新たな分野の活動に

も取り組みたいと意欲を燃やしていま或
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　今月は、第3ホストファミリー（ヴィーラスー家）

のときのお話をしてみたいと思います。

　1月3日にホストマザー（ジェーンさん）の妹、フ

リーダさんの家でパーティがありました。ジェーンの

姉妹5人とその子供たちが集まり、おいしい料理（こ

の日はフリーダの得意なマカロニの料理でした）を食

べながらお喋りをしたり、ビデオを見たり楽しいひと

ときを過ごしました。

　ところで、写真の中にいる男の方はガイさんといっ

て、フリーダの旦那様なのですが、いつも周りの人を

楽しい雰囲気にしてくれるとても優しい方なのです。

実はこの写真のキッチン、棚などすべてガイさんが一

人で作ったそうです。料理も食事の後かたづけもして

くれるので、奥様からとても愛されているそうです。

　ヴィーラス家の人気者、ガイさんは今日もせっせと

1動いていることでしょうC
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白石市役所

　
　
先

　
　
せ

ー
　
わ

n
給
線

ぞ
　
問
内

25
何
　
㊨
　
㊨

　
満
7
7
～
8
7
歳

　
　
　
　
　
　
　
の
方
に
市
敬
老
祝
い
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
す

　
満
8
8
～
9
9
歳

○
持
参
す
る
も
の
　
通
知
書
、
印
鑑

○
そ
の
他

　
受
理
は
代
理
の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
（
印
鑑
は
該
当
本
人
の
も
の
）

百
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
に
は
後
日
贈

呈
い
た
し
ま
す
。

※
通
知
書
は
四
月
三
日
付
で
発
送
い
た

し
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
通

知
が
な
い
場
合
に
は
市
福
祉
事
務
所
総

務
係
㊥
一
五
二
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

｛，

4
月
は
「
土
地
月
間
』
で
す

　
本
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
こ
の

年
齢
に
な
る
方
で
、
今
年
三
月
三
十
一

日
現
在
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
し
、

白
石
市
に
住
所
を
有
す
る
方
に
市
敬
老

祝
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
金
　
額

　
満
七
十
七
歳
～
八
十
七
歳
に
な
ら
れ

　
　
　
　
る
方
　
　
年
額
　
五
千
円

　
満
八
十
八
歳
～
九
十
九
歳
に
な
ら
れ

る
方
　
　
年
額

万
円

土
地
が
生
き
る
　
地
球
が
生
き
る
　
大
切
に
使
っ
て
生
か
す
み
ん
な
の
土
地

日程表

所場間時日月地区名

臼石市福祉事務所9＝00～15：004月24日白石

越河事務連絡所9：00～15：004月24日越河

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
土
地
は
公
共
性
、
社
会

性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

斎川事務連絡所9：00～15：004月24日斎　月1

大平公民館9：00～15：004月25日大平

大鷹沢事務連絡所9：00～15＝004月24日大鷹沢

白川事務連絡所9：00～15：004月24日月1白

福岡公民館9：00～15＝004月25日福岡

小原事務連絡所9：00～15：004月24日小　原

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法
は
、

土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が
必
要

な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を
「
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

①
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が
優

先
し
ま
す
。

土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

②
土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
的
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
わ
れ
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

④
土
地
の
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は

適
切
な
負
担
で
社
会
に
還
元
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
定
面
積
以
上
（
都
市
計
画
区
域
五

千
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外
一
万
㎡

以
上
）
の
土
地
取
引
を
し
よ
う
と
す
る

慶
地
価
公
示
価
格
と
は
？

　
毎
年
三
月
に
国
土
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
標
準
的
な
土
地
の
価
格
で
す
。
土
地

売
買
の
時
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

時
は
、

　
　
　
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
あ

ら
か
じ
め
市
町
村
を
経
由
し
て
知
事
等

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

、
無
料
相
談

調
べ
、
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
価
公
示
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど

を
細
か
く
記
載
し
た
書
面
は
、
市
総
務

部
振
興
課
に
宮
城
県
内
の
も
の
が
揃
え

て
あ
り
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
社
）
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
が
四
月

に
全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
な
ど
で
、

土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
無
料
相
談

会
を
開
き
ま
す
。
開
催
場
所
、
開
催
日

時
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
宮
城
県
企
画

部
土
地
対
策
課
（
盈
〇
二
二
－
二
一
一

－
二
四
四
四
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
土
地
取
引
、
地
価
公
示
な
ど
に
関
す

る
お
間
い
合
わ
せ
は
、

課
企
画
係
内
へ

市
総
務
部
振
興

麹

国
民
年
金

㊥
一
三
六

二
労
働
保
険
料
の
申
告
．
納
付
は
五
月
十
五
目
ま
で

船
岡
駐
屯
地

一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

年
金
は
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す

　
将
来
み
な
さ
ん
に
支
払
わ
れ
る
年
金

に
必
要
な
費
用
の
ー
一
3
は
、
国
庫
負
担

金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
が
、
残

り
旦
3
は
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
る
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る

保
険
料
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
高
齢
者
の
急
増
、

若
者
の
減
少
に
よ
る
高
齢
化
社
会
の
進

展
に
伴
っ
て
増
大
す
る
給
付
費
（
年
金

を
支
払
い
す
る
た
め
の
費
用
）
を
調
達

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
引
き
上
げ

て
い
く
こ
と
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
制
度
の
今
年
度
（
平
成
八

年
度
）
の
保
険
料
額
は
一
カ
月
一
二
、

三
〇
〇
円
で
す
が
、
平
成
九
年
度
以
後
、

平
成
十
一
年
度
ま
で
毎
年
五
〇
〇
円
ず

つ
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
実
際
の
引

き
上
げ
額
は
五
〇
〇
円
を
超
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
）

　
　
　
　
ま
と
め
て
納
め
る
と
と
て
も
お
得
で
す
。

　
国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
一
年
分
ま
　
だ
さ
い
。

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
保
険
料
　
平
成
八
年
度
一
年
分
前
納
額

前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
間
が
省
け
、

お
ま
け
に
毎
月
納
め
る
よ
り
三
、
五
六

〇
円
も
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
四
月
三
十
日
を
す
ぎ
る
と
　
年
分
の

前
納
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に

市
役
所
の
国
民
年
金
係
へ
お
申
し
出
く

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
V

の
保
険
料
は
、
毎
年
度
当
初
に
概
算
で

保
険
料
を
納
付
し
、
支
払
っ
た
賃
金
総

額
が
確
定
し
た
時
点
で
保
険
料
の
確
定
・

精
算
と
新
年
度
の
概
算
保
険
料
の
納
付

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
・
納
付
手
続
き
は
四
月
一
日
か

ら
五
月
十
五
日
ま
で
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
・
納
付
手
続
き

　
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は
宮
城
労
働
基

準
局
、
各
労
働
基
準
監
督
署
、
宮
城
県

雇
用
保
健
課
で

●
申
告
書
の
種
類

【
黒
色
と
赤
色
の
申
告
書
】

　
雇
用
保
険
分
と
労
災
保
険
分
両
方
の

申
告
ま
た
は
労
災
保
険
分
の
み
の
申
告

【
藤
色
と
赤
色
の
申
告
書
】

　
雇
用
保
険
分
の
み
の
申
告

●
間
い
合
わ
せ
先

　
県
雇
用
保
険
課

（
公
O
二
二
！
一
二
一
－
二
七
八
二
）

　
労
働
基
準
監
督
局

（
費
〇
二
二
－
二
九
九
－
八
八
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
、
〇
四
〇
円

　
前
納
さ
れ
て
い
た
方
が
九
年
三
月
ま

で
に
会
社
等
へ
就
職
さ
れ
厚
生
年
金
保

険
等
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
な
ど

に
は
、
未
経
過
分
の
保
険
料
は
お
返
し

し
ま
す
。

白
石
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

七
十
歳
以
上
の
人
に
長
寿
切
手
な
ど

（
切
手
一
シ
ー
ト
と
ミ
ニ
レ
タ
ー
五
枚
）
無
料
配
布
中
ノ

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
入
れ
ま
す
。

●
日
時
四
月
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

●
場
　
所
　
陸
上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地

●
内
　
容

・
催
し
物
　
式
典
、
車
両
パ
レ
ー
ド
、

　
　
　
　
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示

・
試
乗
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
ミ
ニ
S
L
、
ボ
ー
ト
、
戦
車

・
さ
く
ら
ま
つ
り

●
問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地

　
智
〇
二
二
四
－
五
五
⊥
＝
二
〇
一

　
　
㊧
二
一
一
～
三

⑳き

Q
　
国
保
税
の

納
付
書
（
第
一

期
～
第
三
期
）

が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
　
一
昨

年
は
土
地
を
売
っ
た
所
得
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
は
無
職
の
た
め
所
得
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
際
青
年
の
村
9
6
の

　
　
日
本
参
加
青
年
募
集

A
　
平
成
八
年
度
の
保
険
税
が
、
平
成

七
年
度
の
保
険
税
の
二
分
の
一
以
下
に

な
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
税
額
の
修

正
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

税
務
課
に
印
鑑
と
通
知
書
を
持
っ
て
四

月
中
に
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
の

納
期
で
す
。
便
利
な
ロ
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
ど
郵
政
省
で
は
全
国
の
七
十

歳
以
上
の
方
に
、
切
手
一
シ
ー
ト
（
八

十
円
切
手
五
枚
）
と
ミ
ニ
レ
タ
ー
（
五

枚
）
を
、
無
料
配
布
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
長
寿
を
願
っ
て
鶴
と
亀

を
あ
し
ら
っ
た
「
喜
び
文
様
」
で
、
受

付
期
問
は
七
月
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く

の
郵
便
局
に
健
康
保
険
証
・
年
金
受
給

証
書
・
運
転
免
許
証
・
簡
易
保
険
証
所

な
ど
生
年
月
日
を
確
認
で
き
る
資
料
を

提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
い
た
だ
け
ば
、
そ
の
場
で
配

付
い
た
し
ま
す
。

（
申
込
日
に
満
七
十
歳
以
上
・
代
理
八

に
よ
る
申
し
出
も
可
）

　
な
お
、
こ
の
切
手
と
ミ
ニ
レ
タ
ー
は

一
般
の
方
に
も
有
料
で
販
売
い
た
し
ま

す
。　

詳
し
く
は
、
郵
便
課
（
智
二
五
－
二

七
四
三
）
ま
で
。

●
日
時
七
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
～
三
十
一
日

●
場
　
所

　
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

　
総
合
セ
ン
タ
i
（
東
京
都
）

●
参
加
資
格
　
二
十
歳
以
上
三
十
歳
未

　
　
　
　
　
満
ぐ
ら
い
の
方
。

●
定
　
員
　
百
五
十
名

●
経
費
往
復
旅
費
等
は
参
加
者
負

　
　
　
　
担

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　
　
　
　
四
月
三
十
日
（
必
着
）

●
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
社
会
教
育
係
㊥
四
〇
九



鯉緊』・4
数、

牛
乳
が
に
が
て
な
人
の

　
　
　
　
カ
ル
シ
ウ
ム
対
策

●
温
め
た
牛
乳
を
か
む
よ
う
に
少
し
ず

　
つ
飲
む
。

●
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
や
チ
ー
ズ
を
料
理
の

中
に
使
う
。

●
消
化
の
良
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
利
用
。

乳製品を使ったi欝鞭，験緒コ

チンゲンサイの

●
他
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
も
積

極
的
に
と
る
。

材料〈4人分＞
佐藤えよさん

　　　（斎川），

ヘルスメイト白石

　
脳
出
血
、
脳
血
栓
は
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
と
、
ま
た
、
脳
塞
栓
は

不
整
脈
、
ク
モ
膜
下
出
血
は
脳
動

すきり死は障害つまよ膜主血
。り　’亡癌害’てすび下な管脳

〈
作
り
方
〉

①
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
は
、
縦
四
ッ
割
り
、

　
横
ニ
ッ
切
り
し
油
で
さ
っ
と
妙
め
、

　
む
き
え
び
、
ホ
ー
ル
コ
ー
ン
を
加
え

　
塩
、
こ
し
ょ
う
で
味
付
け
す
る
。

②
①
に
ス
ー
プ
を
加
え
、
水
と
き
片
栗

　
粉
を
加
え
て
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

チンゲンサイ…・…一280g

むきえび…………一・100g

ホールコーン…・…　・一40g

スープ……………一・160cα

牛乳…………・

塩………一　一　　…ノ』、さじ一号

こしょう…一　・　　…少々

片栗粉…・一一・一　　…8g

サラダ油・……一…大さじ1

卒
中
は
突
発
的
に
起
こ
る
脳

障
害
を
総
称
し
た
言
葉
で
、

病
型
に
は
、
脳
出
血
、
ク
モ

出
血
、
脳
血
栓
、
脳
塞
栓
お

一
過
性
脳
虚
血
な
ど
が
あ
り

。
脳
の
症
状
は
、
病
気
に
ょ

も
異
な
り
ま
す
が
、
意
識
障

片
マ
ヒ
、
感
覚
障
害
、
言
語

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
近
年

、
心
疾
患
に
つ
い
で
日
本
で
の

原
因
の
第
三
位
を
占
め
て
お

ま
た
、
後
遺
症
に
よ
る
寝
た

や
痴
呆
症
は
大
き
な
問
題
で

の
防

中
予

卒脳

戸
　
　
P
、
．
一
．

脈
瘤
の
破
裂
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
密

接
に
関
連
し
て
お
り
ま
す
。
一
般

住
民
を
対
象
と
し
た
追
跡
調
査
で

は
、
六
十
歳
以
上
（
脳
出
血
で
は

五
十
歳
台
）
、
高
血
圧
、
心
電
図
や

眼
底
所
見
異
常
、
飲
酒
習
慣
の
あ

る
群
か
ら
多
く
脳
卒
中
が
発
症
し

て
お
り
、
危
険
因
子
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
脳
卒
中
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
に
は
、

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
と
関
連
す
る

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
や
心

臓
病
の
管
理
が
肝
要
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
M
R
I
（
磁
気
共
鳴
画
像

法
）
に
よ
る
脳
ド
ッ
ク
は
脳
動
脈

瘤
の
発
見
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

二　
　
。
㌧

鵜
、

公
⊥
）
一
刈
田
綜
合
病
院

　
診
療
部
長
大
浪

更

ハ講羅、

Q
サ
ラ
金
の
広
告
を
見
て
、
お
金
　
　
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
あ
り
ま
す
の
で
、

を
借
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
従
業
　
　
返
済
完
了
前
に
転
売
す
る
こ
と
は
、

員
か
ら
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
　
　
他
人
の
財
産
を
勝
手
に
処
分
す
る

品
物
を
購
入
し
て
く
れ
ば
、
そ
れ
　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド

を
買
い
取
る
形
で
お
金
を
融
資
し
　
　
の
使
用
は
拒
否
さ
れ
ま
す
。

て
や
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ど
　
　
　
サ
ラ
金
業
者
は
、
購
入
価
格
の

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
五
割
程
度
で
買
い
取
る
こ
と
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
で
、
決
し
て
得
に
は
な
り
ま

A
は
っ
き
り
断
る
べ
き
で
す
。
ク
　
　
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
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将
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ジ
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カ
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あ
な
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が
万
が
一
自
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す
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を
購
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す
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こ
と
は
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ク
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う
に
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に
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け
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と
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を
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費
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活
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タ
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に
な
り
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詐
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罪
に
も
な
り
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
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室

ま
せ
ん
。
ま
た
商
品
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
代
金
の
金
額
の
返
済
を
完
了
す

る
ま
で
は
、
商
品
の
所
有
権
は
ク

皿
，
客

Q
サ
ラ
金
の
広
告
を
見
て
、
お
金

を
借
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
従
業

員
か
ら
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

品
物
を
購
入
し
て
く
れ
ば
、
そ
れ

を
買
い
取
る
形
で
お
金
を
融
資
し

て
や
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

弥治郎こけし村
木地玩具展・チャイルドデーイベントのお知らせ

★チャイルドデーイベント

バドミントン協会
　　　　会員募集

）　　
・ご）

旨

置、．

こんなとぎ、

どうすればよいか？

．薯購雛
　調査年月日：平成8年2月1日

　　　　　　安値　　　　高値　　対前年同月比

　　一12　　　　　88　　　　　　　78　84

　　　　　　498　　十17　　　　　598
558

平均価格

　　　　　　1、500　　　　2，300　　十1861，966

　　　　　　6，300　　十713　　　　8，5007，133

　　十11　　　　　250　　　　　　120
156

　　　　　　550　　十18　　　　　680
588

　　　　　780　　　　　　720　　－！4
709

　　　　　　756　　　　　830　　－21
793

　　　　　　100　　　　　107　　　9
104

　　　　　　　68　　　　　75　　　7　72
　　　　　　4，560　　　　5，670　　－614，975

★木地玩具展

安値
118

158

　50
178

248

298

177

168

318

　70
148

提灯ごま、追っかけごま、けん玉、

汽車、人形笛、鈴笛…。昔懐かしい

木地玩具をご覧ください。

●日時4月20日～5月7日
　　　（4月24日は休村日）

●内容
　・伝統こけし工入作品の展示即売

　・特設コーナー

　故菅野新一先生から寄贈いただ

　いた木地玩具の一部を展示。

直
5
8
2
8
8
8
8
6
8
0
8

｛
6
9
8
5
9
6
9
1
5
8
9

　
1
1
　
2
2
3
1
2
3
　
1

高 品　目
アルミホイ几

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

巾畠25cm、長さ8m
規　　　格

綿化繊用無り〆i氏箱入リ

●日時5月3日～6日　　　きゆうゆろあそくまう

●内　容遊々遊坊コーナー

（竹馬、竹ぼっくり、たがまわし、

なわとび、こま、けん玉、輪なげな

どそろってます。）

※軽食堂では、コーヒー、冷やし

う一めん、山菜う一めん、カレー

ライス、牛丼等を取りそろえてお

待ちしております。

平成8年度
「8020よい歯のコンクール』応募者募集

品　 目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　　糖

しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　　乳
バ　タ

丁イマユベーハー

ラ　 ノ　プ

並食1袋6～8枚切
規　　　格

薄力粉1kg
袋入リ100g

上白糖1kg
上級濃ロ1Eボリ容器入リ

ポリ容器入1）700g

カルトン入けソフト2259

紙容器入り1，000cc

カルトン7“，2259

401）枚⑫OO組〕紙箱入り

幅30cm、長さ20m

平均価格

141

178

　71
199

275

343

194

187

342

　77
179

対前年同目比

十12

　5
　1
－10

十21

　5
十13

　4
－19

－21

－15

灯　　　油

レギュラーガゾリン

軽　　　油
プロハンガス

コールトショート

小学生調髪

長袖ワイシャツ

外食並1皿
18ゼ店頭価額

18を配達料込価額

1眉現金

1君現金

10ml

●日時
毎週水曜日　19：00～21：00

●場　所　大平小学校

●会　費　月1，000円

●対　象　初心者、経験者問わず男

　　　女どなたでもOK
●申し込み・連絡先

代表菅原好一
　　　　費24－4430（夜間）
　　　　費25－7211（日中）

カラオケ＆ダンス
　　　　のお誘い

日本歯科医師会では、高齢化社会

に向けて豊かな食生活を楽しめるよ

う、80歳で自分の歯を20本以上残そう

という8020運動を展開中です。

白石歯科医師会では、歯の衛生週

間（6／4～6／10）にあわせて「8020よ

い歯のコンクール」を行います。

あなたの近くに、お手本となるよ

うな歯っぴいな人いませんか？

ご応募をお待ちしています。

●主催白石歯科医師会

●対象平成8年4月1日現在、
満70歳以上で現在歯が20本以上で健

康状態の良好な方。

●応募方法

白石刈田地区の歯科医院、診療所

の窓口にある応募用紙に、住所、氏

名、年齢、電話番号を記入の上、歯

科健診を受けていただきます。なお、

健診は無料です。

●締め切り　平成8年5月！5日（水）

●表彰
入選者は最優秀賞・優秀賞・入選

の区分により平成8年6月8日（土）白

石市中央公民館で行われる「歯の健

康教室」の席上で表彰します。

生きがいのある生活を目的として

結成されたサークルです。年齢不問。

80歳の健康なお母さんも元気で参加

しています。私たちと一緒に楽しい

ひとときをカラオケやダンスで過ご

してみませんか？

●場所　寿山集会所

●日時毎週金曜日
　・カラオケ　12＝00～14：00

　　　　　岡崎市郎先生
　・ダンス　　14100～16：00

　　　　　佐藤波治先生
●問い合わせ先

　松野ヨシ子暦25－3755



スパッシュランドしろいし鯉き2326 4月の休館日 10日・24日

各教室のこ案内一・4月8日から受付開始一 詳しい日程等については広報8月号
をこ覧ください。

●お申し込み方法　受講料2，000円

　を添えて直接スパッシュランドし

　ろいしへお申し込みください。

◎水泳教室

O募集人員　各20名

O送迎　次の場所から送迎します。

　月曜日午前コース：越河公民館・

　斎川公民館・こけし塔・新幹線白

　石駅・第二小学校・JR白石駅・

　市役所・ふれあいの館・御廟入口

　月曜日夜コース：JR白石駅・市

　役所・ふれあいの館

　火曜日コース：新幹線白石駅・市

　役所・JR白石駅・図書館前・ふ

　れあいの館・御廟入口

　金曜日コース：白川公民館・ゴル

　フ練習場・工業高校・中央公民館・

　ハローワーク・市役所・ふれあい

　の館

◎エアロビクス教室

O募集人員　各15名

○送迎　次の場所から送迎します

　火曜日コース、木曜日コース：JR

　白石駅・市役所・ふれあいの館

　土曜日コース：送迎します。

◎アクアビクス教室

O募集人員　35名

○送迎　次の場所から送迎します。

　新幹線白石駅・市役所・JR白石

　駅・図書館前・ふれあいの館・御

　廟入口

◎月曜日シェイプアップ教室

O募集人員　各15名

O送迎　次の場所から送迎します。

午前のコース：送迎しません。

　午後のコース：JR白石駅・市役所・

　　ふれあいの館

◎金曜日トレーニング教室

O募集人員　15名

O送迎　送迎しません。

湯っくり湯ったり温泉健康講座受講生募集 、各種会員の更新について

　スパッシュランドしろいしの温泉

に入1）ながら、楽しいひとときを過

ごしませんか。

●日時平成8年5月～平成9年
　3月までの第3水曜日10：30～／4：00

　（ただし、8月は休講します）

●場所スパッシュランドしろいし

●定員70名
●受講料　2，00Q円（施設利用料金、

　　　　資料代等〉

●お申し込み先　スパッシュランド

　しろいしまで直接電話でお申し込

　みください。

』古典芸能伝承の館碧水園鯉卜7949

　会員証の更新手続きについては、

有効期間の切れる1か月前にご通知

いたします。ぜひ更新されて引き続き

スパツシュランドしろいしをご利用

く胤毒
　　　　　、

4月の休館日 1・B・15・22・30日

碧水園特別教室受講生募集（期間8年4月～9年3月）

★青少年謡曲・仕舞教室

●講　師　白石喜多会

●日　時　第1・3土曜日（仕舞）

　　　　第2・4土曜日（謡曲〉

　　　　14時～　月4回
●受講料　無料（資料代等自己負担）

★横笛教室

●講　師　湯村　功・山谷　和

●日　時第2・4日曜日18時～

　　　　月2回

★江戸千家茶道講座

●講　師　江戸千家若宗匠

　　　　　　川上紹雪ほか
●日　時　毎月水曜日（月3回）

　　　　年3Q回程度

　　　　19時～20時30分

●場　所　碧水園茶室

●定員先着20名以内
●受講料　無料（資料代等目己負担）

※時間等については、多少変更する

　場合があります。

●お申し込み・お問い合わせ

　4月30日までに、白石市古典芸能

伝承の館（碧水園）に来館、または

電話でお申し込みください。

碧水園茶会

　初めての方もぜひどうぞ

●日時　4月21日（日）

　10時～15時　お茶券400円

片倉家中武家屋敷「旧小関家』

端午の節句展

●開催期問　4月27日～5月6日

　　　　午前9時～午後5時

●内容

　●宮城昭守氏による刀剣の展示。

　●笹巻の実演と試食（5月3日午

　前10時から正午まで）。

●入場料

　通常の武家屋敷観覧料でご覧いた

　だけます。

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会社会教育課

　文化貝オ係　　盈25－2111

　〔内線）412・413

，㌧．駐灘題難・☆魍懸》響罪禰羅

中央公民館盈2卜2453・2準5377

、囲碁をはじめてみませんか！

★囲碁教室

●対象市内小中学校等児童生徒

●内　容　囲碁の5つの基本ルール

　から、5路盤、9路盤、13路盤での

　練習を経て、最終的にはプロ棋士

　が対局に使用する19路盤での実戦

　内容まで楽しく指導いたします。

●開催期間　平成8年5月～平成9

　年2月（20回程度開催）

●指導者日本棋院囲碁普及指導

　員、市内在住囲碁有段者

●参加費無料
★入門者・中級者セミナー

●対象どなたでもご参加できます。

●内　容　基本ルールから石を取る

　テクニックや詰碁の実際を体験

　し、実戦的により深く囲碁を楽し

　めるまで指導いたします。

●開催期間　平成8年5月～平成9

年2月（20回程度開催）

●指導者　日本棋院囲碁普及指導

　員、市内在住囲碁有段者

●参加費　実費として年間2，000

　円程度を予定しています。

一教室・セミナーの申し込み一

●申込方法　電話または直接来館の

　うえお申し込みください。

●申込期間　4月10日～26日（土、

　日、祝日除く）

市民合唱団団員募集

●日時　5月～3月（火）19：00～

　　　　　　　（土〉14：00～

●対　象　市内にお住まいの方、ま

　たは市内に通勤・通学の方

●費用楽譜など諸費

●申込期間・方法

　4月10日～26日（土、日、祝日除く〉

　の8：30～17：00までの間に電話、

　または直接お申し込み願います。

●お申し込み・お問い合わせ先

　白石市中央公民館

勤労青少年ホーム暦2卜3720

「染物教室』講座生募集のお知らせ

　ハンカチを使った草木染めから始

まi）、さまざまな素材、染料を使い

基本的な技法を学びます。

●申込方法　直接来館のうえ、利用

　者会費1，000円と一緒にお申し込

　みください。

●受付時間　午後1時～9時まで

●資　格　おおむね30歳までの市内

　居住または市内に勤務の方ならど

　なたでも受講できます。

講座名
染物教室

曜　　日

第1，3火曜

時　　間

19：00～21：00

開講日
5月21日

教材費
実　　費

ヴ　　　　　　ロ
疋　　　貝

　10名

働く婦人の家齪卜5095 の
日

月
館

4
休

8・14・22
28・29日

「特別講座受講生募集』ふるざとの山を観る講座

時
所
容

日
場
内

●
●
●

●講師
●参加費用

●定員

4月30日（火）

山形市植物園

珍しいザゼンソウの花を

観る

渡辺　信有先生

　1，200円位

25名

●申し込み期間・方法　4月9日（火）

　8二30～17：00までご来館、または

　電話でお申し込みください。（応募

　者多数の場合は抽選します）

※定期講座の「ふるさとの山を観

　る」受講生の方は参加できません

　のでご了承ください。

図　　　　藝　　　・喜

ひ《ii＞ば

　L旧RARY　NEWS
★4月1日から本の貸出
　番号の書きかえを行います

書きかえは備え付けの用紙に住

所・氏名・電話番号などを書いて受

付に出してください。はじめて利用

される方も受付で登録の手続きを済

ませてから本を借1）てください。

移動図書「こまくさ号」でも4月

から登録番号の書きかえを行います

ので、利用されるときに手続きをし

てください。

★白石市のまちづくりと建築物の紹

介コーナーを設けましたのでご利用

ください。（ただし館内閲覧です）

平成8年度利用案内
●利用できる方は白石市内に住んで

る方、または白石市に通勤・通学

　している方です。

●本は1人5冊まで15日問借1）られ

　ます。（新刊雑誌は2冊まで3日

間、ベストセラーは2冊まで5日

間、グループの場合は1か月間の

　貸出となります。）

●読書相談、調査研究などのある方

　は係に申し出てください。

　
．
調
ザ
’
ノ
評

図書館利用案内

開館時間

休館日

グく～土目翌日　　9日寺～17日寺

日曜日　　　10時～16時

月曜日、毎月末日、国民

の祝日、10／1～10／10（曝

書期間）、年末年始、そ

の他

4月の休館日

　1、8、15、22、29、30（月末整理日）
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民総ぐるみの
春の交通安全運動

◎実施期間

　平成8年4月6日から15日
◎運動の重点目標

●子供と高齢者の交通事故防止

●シートベルトの着用の徹底

●若者の無謀運転の防止

　昨年、白石市においては交通事故

による死者は「0」でした。

　これは、交通事故が市民生活の身

近な社会問題としてクローズアップ

され始めた昭和39年以降初めてのこ

とで、県内でも当市のように主要な

国道や県道を多数かかえている都市

ではほとんど例があi）ません。

　全国の交通事故による死者数が8

年連続して1万人を突破している状

況にあって、仙南の交通拠点である

当市で交通事故による死者数が「ゼ

ロ」であったことは、市民皆さんの

交通安全意識の向上と、関係機関、

団体の御尽力のおかげであると感謝

いたします、

　そこで、さらに「交通事故死亡者

ゼロ」のまち、「くらし日本一のま

ち」を目指し、春の交通安全運動を

はじめとする各種交通安全運動を展

開してまい1）ます、

　ますは、春の交通安全運動の期間

中、活発な運動を展開してまいi）ま

すので、市民の皆様のご協力をお願

いします。

　　昆　　』国　　「「駁

　　　　　　　　　　　　」
　　4／10～4／24
●特別イベント4／13・4／21

●お問い合わせ先

　大河原町役場商工観光課

aO224－53－2111（内線）38！・382

名変更のお知らせ

　東北自動車道白石インターチェン

ジ近くの「福岡深谷字街道外」地区

の一部が、平成8年4月1日から字

名が新しくな1）ます．

　新しい字名は、

　白鳥一丁目、白鳥二丁目、白鳥三

丁目です。

（字名が変わる区域は、別図のとお

1）です。）

例）これまでの表示

　白石市福岡深谷字街道外二番OO

番地

　新しい表示

　白石市白鳥一丁目OO番地

（字名は変わ1）ますが、地番は変わ

1）ません。）

　　　　　／廼と磐讃
圃

、、髭

心
＼

　
　
、

。月1日から新たに公共下水道を
使えることになる地域について

　4月1日から公共下水道に接続で

きる区域は、下記表の地域にお住ま

いの皆様です。

　該当する皆様には、受益者負担

金、排水設備工事等の説明会開催に

関する通知を差し上げますので、ぜ

ひご出席ください。

　公共下水道を使用できる地域にお

住まいの方々で、まだ水洗トイレに

改造をしていない方は、早い時期に

下水道に切替え工事を済ませてくだ

さい。

　なお、工事の依頼は、白石市公認

排水設備等工事業者に直接申込みし

てください。

　今後とも、公共下水道事業にご理

解とご協力をお願いいたします。

●お問い合わせ先

　白石市土木部下水道課

　費25－2111（内線）271・272

平成8年4月1日からの供用開始区域（平成7年度において工事した区域です。）

西益岡町、東町1丁目、2丁目、4丁目、字大畑一番、字東大畑の各一部
鷹巣字川崎本木、字坂下、字和貢の各一部
郡山字荒屋敷、字五昇路、字観音崎の各一部
福岡長袋字下河原、宇上畑ケ、字高畑、字中河原、字柴屋敷の各一部

1
1石警察署からのお知らせ（生活安全課）

　一補導現場から一言一

　最近、問題行動のあった少年達に

接して、共通していると思われるこ

とのひとつに、「流行していることだ

から別に…」とその原因・動機に罪

悪感がないということです。

　少年達が人とのつなが1）の中で感

細

動したり、挫折感を味わったりしな

がら、自分なりの価値基準を見つけ

て行けたなら、と思われる毎日です。

　「少年の社会参加活動」は、感動

やルールを体得できるよい機会では

ないでしょうカ・。

　輝いています。今のあなた

★　　　　　　献
ノ
5イ

↓

平成8年度白石市奨学生募集
●申請の手続き

　申請用紙（市教育委員会にあ1）ま

　す）に所定の事項を記入し、学校

　長の推せん書、成績証明書、在学証

　明書を添えて5月10日㈹までに申

　請してください。

　なお、日本育英会等の奨学金を

　受けている方はご遠慮ください。

●貸付金の償還

　（1）貸付期間満了の6か月後から月

　賦均等償還によ1）、貸付を受けた

　期間の2倍に相当する期間内に償

　還する。（繰上げ償還もできます）

　（2）償還金は、納入通知書によ1）、市

　の指定金融機関等に納入します。

●問い合わせ先

　市教育委員会　管理課総務係

　盈25－21／1（内線）4Q4、405

ふれあい看護体験96
参加者募集〃

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校またはこ

れと同等の学校に在学する、学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由によ1）学資の支弁の困難

な学生を対象に、奨学生を募集し

ます。

区　分

大学生

短大生

高校生

募集人員

5人以内

3人以内

2八以内

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

※募集人員は、応募状況によ1）変更

になる場合もあ1）ます。

心身障害児通園施設「太陽の家」見学会

　障害児教育に関心をお持ちの方

●参加費用

　旅行障害保険料　　100円

　弁当代　　　　1，000円

●申込締切

　平成8年4月10日困

※バスの乗車人員に限1）があります

　ので、定員になり次第締切1）ます。

●お申し込み先　福祉事務所社会福

　祉係a25－2111（内線）155。

　5月12日の看護の日にあわせて、

一般の方の看護体験を企画します。

●日時　5月15日困
　　　　9時30分～15時
●場　所　公立刈田綜合病院

●内　容　見学と体験が中心

●資　格　看護に関心を持つ方

　　　　（男女問わず）

●定員10名
●応募締切　4月22日（月）必着

●応募方法　住所、氏名、年齢、職

　業、電話番号を明記のうえ、ハガ

　キでお申し込みください。

●応募・お問い合わせ先

　〒989－02白石市大手町2－1

　公立刈田綜合病院　婦長室

　a25－2145（内線）330

●主催
　宮城県看護協会白石支部

　太陽の家は、健常児と障害児の統

合保育をしている施設です。

●日時　4月22日（月）

　出発8時45分　帰着予定15時

●集　合　白石警察署跡地（図書館

　のとな彫））より送迎バスで出発

●行き先　多賀城市太陽の家

　多賀城市伝上山一丁目1－5

　岱022－365－2752

●対象

生涯スポーツ推進事業「新体操教室』参加者募集〃

桜花の白石城と
水芭蕉撮影会

●日時　4月21日！0：00～！5100

●撮影場所

　白石城、武家屋敷、清流沢端川沿

　い、水芭蕉の森、三住草原

●参加費　2，QOO円（白石城入館料・

　　　　昼食代ほか）

●対象市内に居住あるいは勤務

　　　　地を有する方

●定員30名
●お申し込み締め切り　4月10日

●お申し込み先　白石市文化体育振

　興財団（市地域振興課内）

　費25－2111（内線）301・302

●日　時　5月18日佳）開講

　以降毎週土曜日14時～16時

●対　象　小学生3年生以上～大入

　　　　までの男女

●講　師　白石市体操協会

　　　　日下イサヲ先生

　　　　佐藤元信先生ほか

●会　場　勤労者体育センター

●受講料　1，000円（保険料等）

●持参する物

運動できる服装、運動靴

●お申し込み・お問い合わせ先

　4月26日團までに市教育委員会

　社会教育課体育振興係まで

　盈25－2111（内線）412

斎川公民館
　　常直者募集〃

　斎川公民館の常直者を募集します。

資格、条件などについては特にあ1）

ません。詳しくは、市教育委員会管

理課a25－211！（内線）404・405へ。
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柿崎医院奮25－2210
刈田病院智25－2145
高橋歯科医院岱26－3543

亘理医院盈25－8501
刈田病院盈25－2145
富岡歯科医院盈24－4362

費25－2502

盈25－2145

盈26－2678

a25－6854

盈26－2653

盈25－0283

a25－1181

盈25－6483

岱25－1501

費25－1616

盈25－2736

岱25－2010

暦26－3254

低24－3571

a25－2145

盈26－1131

盈25－221Q

暦25－2062

盈33－4125

※都合によ1）変更になる場合があ1）

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

人口4L984人（前月壕）　一35

，20，649　辱21．335
世帯数
　　　　　※住民基本台帳から
書12，494　2月29日現在

　平成7年6月に「緑の募金による

森林整備等の推進に関する法律」（緑

の募金法）が施行されました。これ

は、国を挙げて森林の整備や緑化の

推進に積極的に取1）組みを行うとい

うもので、従来の緑の羽根募金運動

を一層充実させるものです。

平成8年1月には、緑化運動を県

民運動として「社団法人宮城県緑化

推進委員会」が設立されました。

　白石市においても、県緑化推進委

員会とともに、豊かな緑と水に恵ま

れた生活環境をつくるため「白石市

緑化推進委員会」を3月19日に設立

しました。

　白石市緑化推進委員会では、緑の

募金活動として「家庭募金」を行い

ながら、緑のフェスティバルや身近

な緑化への支援事業の実施、みどり

の少年団の活動助成を行い、緑化を

　特に平成9年春には、白石市を会

場に第48回全国植樹祭が開催されま

すので、これをきっかけにして、さ

らに緑化運動を進めます。

　「家庭募金」活動では、自治会長

の方々が緑の協力員として、「白石市

緑の協力員協議会」を組織し、各家

庭へ緑の募金運動のご協力をお願い

することにな1）ます。

　緑と水の調和した環境づく1）を推

進するため、これからの活動に皆様

のご理解とご協力をお願いいたし
ます。

●募金期間

　4月1日～5月31日
●お問い合わせ先

　白石市緑化推進委員会事務局

　市農林課林務係岱25－2111（内線）

224へ。

　　校の施設を利用される

皆さんへ一登録手続きを／
　　の消防演習
市内の一斉サイレン吹鳴

　平成8年度に市内小中学校の体育

館、校庭などを利用される団体は、

使用を始める前に市内に在住、在

勤、在学（必ず責任者として成人が

含まれていること）の会員10名以上

でルールとマナーを守る団体とし

て、教育委員会に登録しなければな

1）ません。登録申請は、利用しよう

とする学校までお願いします。

●お問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

盈25－2111（内線）410へ。

　白石市消防団では4月21日（日）午前

8時半よ1）、白石第一小学校校庭に

おいて、春の消防演習を行います。

　当日、団員召集のため午前7時に

市内一斉サイレンの吹鳴及び打鐘を

いたしますので、火災と間違えない

ようご注意ください。

市内の交通事故糊欝
事故発生件数

死亡者数

負傷者数

物損件数

60f牛　（221f牛）

0人（0人）

15人（29人）

50f牛　（197f牛）

平成8年交通安全年間スローガン

　●運転者（同乗者を含む）に

　対するもの

運転はゆったり八一トを
しっかりベルト

（ただし、急患は受付いたします。）

城交通バス無料乗車証を
　　　　　　　　　　　交付します

バスを使って出かけませんか？

市では高齢者の方々に、宮城交通

バスの無料乗車証を交付することに

な1）ました。

　どしどしお申し込みください。

●対象者

市内に住む74歳以上の方。（平成

8年4月1日現在満74歳以上の方）

●申請方法

　印鑑持参のうえ、福祉事務所・各

地区事務連絡所で申請してください。

●受付期間

　平成8年4月1日から平成8年4

月30日まで

●利用期間

平成8年5月1日から平成9年3
月31日まで。（その後は更新手続）

●お問い合わせ先

　市福祉事務所長寿福祉係

岱25－2111（内線）154

，人および身体障害者の短期入所相互利用

モデル事業を開始しました

市では特別養護老人ホーム「八宮

荘」に委託して老人（おおむね65歳

以上）のみのショートステイ事業を

行ってきましたが、平成8年1月1

日より在宅の重度身体障害者も利用

できるようになりました。

●お問い合わせ先

　市福祉事務所長寿福祉係

a25－2111（内線）155

長の資産等報告書の閲覧が
　　3月11日から開始されました

　「政治倫理の確立のための白石市

長の資産等の公開に関する条例」が

平成7年10月1日から施行されまし

た。これによ1）、市民の皆さんは平

成8年3月11日から、市長の資産等

の報告書を閲覧できるようになりま

した。

　なお、閲覧の時間、場所等につい

ては、次のとお1）です。

●閲覧時間　午前9時～正午、午後

　1時～4時45分（平日のみ）

●閲覧場所　白石市総務部総務課内

　（白石市役所本庁舎3階）

●お問い合わせ先　市総務課

　a25－211！（内線）340へ。

・人保険の「窓口で支払う費用」
のお知らせ

老人保険でお医者さんにかかった

場合に自分で支払う費用（一部負担

金）が、次のように変わ1）ます。

●お問い合わせ先

　市保健課（内線）603

平成8年3月まで

平成8年4月から

平成9年3月まで

支　払　　い

の　方　　法

外来（1か月につき）

1，010円

1，020円

ひとつの医療機関ごとに毎
月最初の診療日に支払う。

総合病院では各診療科ごと
別々に支払う。

入院（1日につき）

70Q円

710円

入院日数分支払う（ただ
し、住民税非課税世帯等
で、老齢福祉年金の受給権

者は、1日300円を2か月
間だけ支払う）

講定資産課税台帳の

縦覧期間について

　固定資産課税台帳の縦覧を次のと

おり行いますので、ご利用ください。

●期　間　4月1日～4月22日

　ただし、土曜日・日曜日を除く午

　前8時30分～午後5時15分

●場所白石市役所税務課
※昨年、相続・贈与・売買および家屋

　の新増築、取1）壊し等を行った方

　は、台帳を確認してください。登

　録等に誤1）があった場合の修正期

　間でもありますので、ご来庁のう

　え縦覧をお願いします。（電話によ

　る問い合わせは受付できません）

・二複受診はやめましょう

医療費の増加については年々、目

をみはるものがあ1）ます。その原因

は様々ですが、中でも、重複受診は

医療費の無駄ばか1）か、同じ薬を多

く服用する事があ1）、かえって体を

害してしまいます。

一つの病気でお医者さんを掛け持

ちした1）せず、信頼して診療を受け

てください。

※整形外科などで診療を受けている

　人が、その診療と同様な柔道整復

　師（整骨院など）の施術を受けた

　場合も重複となるため、通常の健

　康保険自己負担額では診療を受け

　られません。

　かか1）つけのお医者さんに相談し

　て、診療、施術を受けてください。

●お問い合わせ先

　市保健課盈25－2111（内線）604

　　　国一斉ウォークラリー

大会に参加してみませんか

●日　時
●受付時間

●集合場所

●参加料

5月19日〔日）

8：30～9：30

白石川緑地公園

1人300円
●お問い合わせ先

　白石レクリエーションサークル

　遊遊岱25－2111（内線）159
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　　コンピュータで作曲　　ああ白石城

lII原子の鈴木一二さん作詞、菊池嘉雄さん（旭町・61歳）作曲の「ああ白石

城」がこのほど完成しました。菊池さんはこの詩をコンピュータを使って作曲

した大のパソコン通。自宅の一室にはパソコン、カセットデッキ、スピー

カー、ミキシングなどの機器が所狭しと並んでいます。

昨年5月号の広報しろいしで鈴木さんが作詞したことを知1）、地元白石でだ

れも曲をつける人がいないのでは寂しいと作曲を引き受けました。

利です才＆．オーケストラの演奏でも、．ぐソコ・　感怠1

ン1台で自由に作れるんですから。」

そしてほぽ1か月かけて完成。酒井カラオ
　　　　　　　　　　　　　　　ー謡・一、　1∂響
　　　　　　　　　　　　　～ポケ教室の酒井清雄さんに歌ってもらい、カセ㌧

ットテープに録音しました。「曲は自分の子供

のようなもの。親から巣立ち、多くの皆さん

に愛してもらえたらこれ以上の喜びはありま

せん。」と菊池さんに気負いはあ1）ません。
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梶賀嘉な撫漕霧

　浩之さん、美和さんの長女、長男

ママからひとこと

　心も体も健康に

パパからひとこと

　元気で大きくなってください
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第3会議室　　⑧3

健康センター
1階生活環境課

福祉事務所　　⑧1

第4会議室　＠4

第3会議室　＠3

青少年相談センター　＠4

市民室　⑧1
仙南保健所白石支所
　（予約制）
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